００－００－０００００　みほんはなこ
　人類は古来より、厳しい生存競争や環境変化を生き抜き進化し続けてきた生物の体型、色、機能、行動などを観察し、それによって発現される機能を模倣して活用しようという科学技術を「ｂｉｏｍｉｍｅｔｉｃｓ：バイオミメティクス（生物模倣）」と呼びます。１９５０年代後半に神経生理学者であるオットー・シュミット博士によってバイオミメティクスという言葉がつくられ、生物を真似る科学が提唱されるようになりました。バイオミメティクス技術を取り入れた製品は、すでに私たちの暮らしの中にもたくさんあります。
　衣服にくっつくフック状をした“ひっつき虫”（ゴボウやオナモミなど植物の実や種の総称）の先端が繊維にひっかかり張り付くことからこの原理を応用してワンタッチで取り外しができる「マジックテープ（クラレの登録商標）」ができました。
　また、刺されても痛みを感じない蚊の針は、直径０．１ｍｍ（先端は０．０５ｍｍ）ほどで痛点よりも小さくさらに先端部がギザギザしており、皮膚を巻き込むことなく血管に到達でき、その構造を模倣することで痛みを最小限に抑えた注射針が誕生しました。
　自然に学ぶ技術の活躍の場は、産業分野だけではなく日常生活や社会のあらゆる場面で活躍が期待される新しいテクノロジーの１つです。
